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施工 Ｑ-１４  RC 造 梁型枠設計 納まり例 

コンクリート打設時、RC 造および SRC 造の梁型枠に大きな荷重かかりますが、これらを考慮した梁型枠

の設計仕様及び施工方法を教えてください。 

 

施工 Ａ-１４  

RC 造および SRC 造の梁型枠の設計仕様及び施工方法を以下に記します。 

 

１．縦桟木も設け型枠を補強する。（図 1） 

２．梁丈 750 mm 以下の場合、束材などをかまして、横桟木を補強する。（図 2） 

  （参考資料-1 縦さん木を用いない場合の梁側型枠の強度実験） 

３．梁型枠の支保工を床スラブの荷重を考慮して設計し、必要に応じて、デッキ用の支保工 

    を設置する。（図 3） 

    梁の支保工は一般に 2 本柱（鳥居型支柱）とし、労働安全衛生規則に規定された構造を 

   満足させるようにする。 
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 梁側型枠にデッキプレートから床コンクリート打設荷重が負荷されるため、縦桟木を設け、型枠を補強するのが

望ましい方法です。 

 ただし、梁丈 750 mm 以下の場合、縦桟木なしの合板（厚さ 12 mm）のみで、スラブ厚さ 30 cm、ス

パン 3 m の床荷重の 3 倍以上の耐力があることが実験で確認されています。 

 また、合成スラブ用デッキプレートの場合、フラットデッキと異なり、端部の平坦部がなく、荷重は側板型枠に流

れるため縦桟木の重要度が違ってきます。 

 

≪参考資料-1≫ 

「床型枠用鋼製デッキプレート（フラットデッキ）設計施工指針・同解説平成 18 年度版」 

付 11．1 縦さん木を用いない場合の梁側型枠の強度実験より抜粋 
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